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本研究は、エピソード記憶の帰属判断が道徳的要因によって影響を受けるかを検証し、

その結果から記憶概念に関する哲学的含意を考察することを目的とする。近年、実験哲

学の隆盛により、伝統的に哲学的議論に委ねられてきた問題が、実験的手法を通じて検

討されるようになっている。しかし、エピソード記憶の哲学的理論と我々の直観的な記

憶帰属との関係については、ほとんど実証的に研究されてこなかった。 

エピソード記憶とは、特定の時間・場所で経験した出来事に関する自伝的記憶を指し、

手続き記憶や意味記憶と区別される。その成立条件をめぐっては、過去の出来事と記憶

表象との因果的連関を重視する因果説（Martin & Deutscher, 1966）と、再構成的プロ

セスを強調するシミュレーショニズム（Michaelian, 2016）が対立している。 

その一方、近年の実験哲学の興隆にも関わらず、こうしたエピソード記憶に関する哲

学的理論が我々の記憶概念と整合的であるか否か、他者に対する記憶帰属を行う心理的

プロセスにはどういった要因が影響するかという問題は、実験哲学の文脈ではほとんど

検討されていない。実験哲学（Experimental Philosophy）は、哲学的な概念や直観を、

心理学的な実験手法を用いて経験的に探究する新しい研究分野である。この分野の興隆

により、多くの哲学的概念（例：知識、自由意志、責任など）が実験的検討の対象とな

ってきた。 

本研究は、このギャップを埋めるための最初のステップとして「ノーブ効果（Knobe 

Effect）」に着目する。ノーブ効果とは、判断対象の道徳的価値が他の心的状態の帰属判

断に影響を与える現象であり、意図性（Knobe, 2003）や知識（Beebe & Buckwalter, 

2010; Beebe & Jensen, 2012）の帰属において確認されてきた。本研究では、この効果

がエピソード記憶の帰属にも及ぶかを検証する。具体的には、道徳的にネガティブな内

容（例：賄賂の記憶）とニュートラルな内容の記憶を提示し、オンライン実験で人々の

帰属判断を比較する。 

もし道徳的に「悪い」記憶の方が「本人の記憶」と判断されやすいという傾向が確認

されれば、記憶帰属が純粋に認識論的な要因だけでなく、道徳的価値という非認識論的

要因によっても規定されることが示される。以上を通じて本研究は、エピソード記憶の

哲学的理論に対して新たな視座を提供することを目指す。 
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